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〔泌騰 錦 号〕

学 会 抄 録

第184回京都皮膚科泌尿器科集談会

昭和31年9月15日 於 京都府医師会館

(泌尿器科の部のみ)

1泌 尿器系 「だに」について 片村永樹 ・村

上仁勇(京 大)

原著(泌 尿紀要3巻3号)参 照.

追加 小田完五(京 府大)

35才,男 子,公 務員.血 尿のみを主訴 とした症例,

尿中に喰腎血 「だに」を証 明 した.

2尿 道異物2例 広井潤 ・大橋一郎(京 府大)

第1例 二12才,男,自 慰の目的 で ビニ■・一ル管を尿道

にさし込む.触 診に よ り外尿道 口よ り約2cm,中 心

部に径O.3cmの 抵抗 を触れ る.キ シnカ イソゼ リP

により尿道を麻酔 し,外 尿道 口よ り異物鉗子 によ り摘

出.異 物は手芸用申空 ビニール管で直径0.1cm長 さ

ユ20cm,尿 道腔内で幾重に も重 複 して居た.

第2例 二19才,男,自 慰の 目的 で留針 を尿道 内に挿

入.触 診及び尿道 レ線像に よ りParspendula内 に

針を認 む.針 尖 は尿道腔壁に突 刺った状 態 にあった

為,尿 道麻酔下に針 の帽頭部 を180度 回転 せしめ指に

よ り押 出し得 た.

文献 よ り現在迄の本邦 に於 ける尿道異物93例 を統計

的 に観察 し,年 令的 には思春期 ・青年期に最も多 く56

%,性 別的には殆 ど総 て男 で女は謹か4例,異 物 の種

類 としては金属類,特 に針類が多かったが,最 近 の傾

向 として新 し く合成樹脂類が散見 された.

3Depropanexの 泌尿器科的応用,特 に尿 管

結石症 に於け るloopedcatheterと の併 用

について 稲 田務 ・後藤薫 ・仁平寛己 ・酒

徳治三郎 ・片村永樹(京 大)

原著(泌 尿紀要3巻1号)参 照.

第185回 京都皮膚科泌尿器科集談会(休 会)

第186回 京都皮膚科泌尿器科集談会

(藤浪 ・加藤両教授歓送記念会)

昭和31年12月15日

10非 淋菌性尿道炎に関す る2,3の 知見

大矢全節 ・山田瑞穂 ・柳井哲雄 ・西浦力(国

立京都)

尿道炎愚者の細菌学的検査並びにその治療成績 の概

略を報告 した.① 培養によ り連鎖球菌を証 明 した もの

はブドウ球菌 より多 く,ジ フテロイ ド菌は極 く少数で

あった.病 原性 の強い ものは溶血性連 鎖球菌 とジ フテ

ロイド菌であつた.② 非淋菌性尿道炎 として治療 中,

淋菌を証明した症例が有 った 。③各種抗生物質叉局所

療法を長期間行っても治療に抵 抗す るものがあ り,根

治し難いものがある.

11膀 胱類皮嚢胞の2例 片村永樹(京 大)

詳細は原著 として泌尿器科紀要 に発表予定

12陰 嚢旗症例 前 田明(京 府 大)

於 京府大臨床講堂

23才,男.2ケ 月前 に排 尿時後部尿道に疹痛を覚 え

当部 に米 粒大 の硬結を触 る.疹 痛 は2,3日 で消 失 し

たので放置 せる所陰嚢前面が腫脹 し痩孔 を作 る.尿 道

へのNr.20ブ ジーは容易に挿 入出来尿道 との交通は

全 くな く,ご く細い索状に尿道右側 に終 り尿道背面に

は及んで いない.尿 道炎,尿 浸潤 はない.畢 丸,副 畢

丸,精 管,前 立腺正常 にて この腫瘤 との交 通は ない.

海綿体 の一部 と共に痩孔切除を行 い治癒 した.痩 孔部

は組織学 的 に定型的結核像を示 し,他 の身体部位には

結核病巣 な く,そ の成因に就 ては恐 らく血行性 に限局

性結核性尿道周囲炎 を起 し之が陰嚢表面に破れた もの

と考え られ る.

13痛 風に合併せ る尿酸結 石症 の1例 入田栄

造 ・麻生 田幸雄(京 大)
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原著(泌 尿紀要3巻7号)参 照.

14尿 管腔痩治験2例 広井潤(京 府大)

会

第1例;土 肥某,59才 ♀.初 診昭31年5月28目.子

宮癌 によ り子宮全捌出術後2週 に膣 よ り尿 漏 出 を 来

し,右 尿管握痩な ることが判 明,右 尿管膀胱吻合術を

施行 し治癒.第2例 二松本某,36才 ♀.初 診昭和30年

抄 録

9月7日,子 宮外妊娠 の手術後10日 に膣 よ り尿漏出.

左尿管膣 痩 と判明.左 尿管痕孔閉鎖術を行 うと共に膣

痩易咄 術を施行 して治癒.

15睾 丸腫瘍の組織発生論

敏人・三浦武芳(京 大)

原著(泌 尿 紀要3巻4号)参 照.

酒徳治三郎 ・卜部

第187回 京都皮膚科泌尿器科集談会

昭和32年1月26日

7尿 道異物症の1例 玉置明(京 都少年医療

院)

患者18才 男子.他 入によ り8.5cm長 の釘2本 を外

尿道 口よ り挿入せ られ,そ の後2ケ 月目に初診 レ線 像

によ り内1本 は膜様部にて,亦 他 の1本 は膜様部 及び

他端は陰茎根部 において海綿体内に夫 々尿道粘膜を破

り突 出して居 る事を知 り,前 者は外尿道 口よ り鉗子に

て抜去 し,後 者 は外尿道切開によ りその一端を露出抜

去 した.術 後持続 カテーテルを挿入10目 後 これを除去

し,全 治せる症例を報告 した.異 物には塩類 の沈着 が

認 め られた.

8高 度の腎出血のみを症状と して診断困難な り

し左腎結核の1例 大矢全節 ・山田瑞穂 ・

西浦力(国 立京都)

高度の全血尿のみを主訴として来院し腎臓腫瘍,特

発性腎出血の診断の下に開腹手術を行い高度の左腎結

核の発見された1例 を報告した.

追加 片村永樹(京 大)

30才 ♀ 高 度の血尿にて尿 閉あ り,止 血 処置後逆 行

性 ピエログラムで左腎上蓋 に崩壊 像を認めたが,膀 胱

は殆ん ど病変 を見ない.数 回検査を行 つたが同様の変

化 の為化学療法 によって経過観察 したが,た また ま妊

娠 と合併 し,薬 剤使用不充分 となった所膀胱症状を来

たし左腎結核 と診断,左 腎部切除 を行 った.組 織 学的

に結核像を認 めた.本 例は尿 の染色,培 養 にて も結核

菌を認 めず大出血のみ を主訴 とした症例 である.

9原 発性 と思1まれ る女子尿道癌の1例 大橋

一 郎 ・広井潤(京 府大)

症例:61才 ♀.初 診昭和31年10月16日.尿 閉,尿 道

出血を主訴 として来院す.肉 眼的 には外尿道 口に著変

な く,膣 壁 よ り内診す るに尿道は著 しく延長 し全長 に

亘 り消 ゴム様 の硬 さを有す る栂指大の浸潤を触知す.

又膣壁 より尿道を圧迫する と外尿道 口内面 に表面乳嚇

於 京大皮泌科講堂

状 の腫瘍 の一部 の出現を認 めた.レ 線学的に尿道の延

長及び狭小を認めた.組 織 学的 には腺 癌の像は認めら

れず,単 純癌 であっ た.尿 道全別術を実施せんとした

が患 者が肯 んぜず,為 にCo60療 法(外 尿道口の方向,

腹側 及び背側 よ りの3方 向よ り各 々15回宛,毎 回200

r連H照 射)を 行 った.腫 瘍は著 しく縮 少し排尿可能

とな り一旦退院 した.

追加 酒徳 治三郎 ・八田栄造(京 大)

42才,56才,44才 の3例 の原発性女子尿道癌に就い

て追加 した.組 織学的 に前2例 は 単純 癌,後1例 は腺

癌 であつた.

10夜 尿症の成 因に関す る私見 小田完五(京

府大)

夜 尿症 を便宜上純機能的 の もの と何 らかの器質的障

碍が関与 してい る と考え られ るもの との2つ に分け,

何れ の場 合に も副交感神 経機能充進状態が素因 として

本症発現の基調をな してい るもので,前 者には此の素

因に睡眠に基 く大脳皮質の興奮 性の低下 と副交感神経

機能元進 とが加って夜尿症の発現を見,後 者に於ては

此 の素因に睡眠に基 く同上2様 の影響 と何 らかの器質

的障碍に よる潜在 性の排尿 異状 とが加 って夜尿症の発

現を見るものであ る.詳 細 は臨床病態生理学大系(中

山書店)第5巻 に掲載.

追加 稲田務(京 大)

夜尿症の成因に関しては唯今小田博士の述べられた

る原因,特 に自律神経異状殊に副交感神経緊張冗進症

が密接なる関係ある事に私も賛同致します.

11PercutaneousTrocarNephrostomyに つ

い て 後 藤 薫 ・目野豪 ・片 村 永 樹(京 大)

原 著(泌 尿 条己要3巻5号)参 照.

12前 立 腺別除後 の持続洗海法の試 み 酒徳治

三郎 ・日野豪 ・片村永樹(京 大)

前 立腺別除後,灌 流 用バル・一ソ ・ヵ シPタ"を 用い,
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て 膀胱持続洗源を行つたのでこの試みを紹介した.

13昭 和31年度京大泌尿器科患者の統計的観察

抄 録

稲田務他(京 大)

泌尿器科紀要3巻5号 に発表.

第188回 京都皮膚科泌尿器科集談会

昭和32年2月23日

1先 天性尿管弁膜形成の2例 大森孝郎 ・山

崎巖(京 大)

原著(泌 尿紀要3巻7号)参 照.

2尿 膜管粘液癌再発例 広井潤(京 府大)

53才,男.紹 和29年 外松等が尿膜管粘 液癌 として臨

皮泌8巻10号 に報告 した例.当 時 腫瘍を別出 し術創全

治退院後約2年5ケ 月全 く健 康であったが,昭 和31年

5月 腹壁術創に硬結 を認 め,昭 和32年2月4日 受診.

全身所見に異常な く,局 所を診 るに恥骨上縁 よ り隣下

に約10cmの 術後癩痕あ り,これ とは関係 なく正中か

ら稻 々左側に偏 して軽度に膨 隆し,該 部腹壁筋深部に

表面梢 々凹凸のあ る驚卵大円盤状硬 固の腫瘍 を触れ左

右にはよく移動す るが下方は索状 とな り恥骨 に固定 し

ている.膀 胱鏡検査,X線 学的検査は共に正常.そ こで

正中切開に より腫瘍に到達,腹 水 は殆 どな く腫瘍は体

腔腹膜 より発生し一部は直腹筋内に浸潤 していたので

周囲正常組織 を含めて広汎 に別除 し,他 に腹腔内転移

病巣のないことを確 めて腹壁 を閉 じた.腫 瘍は,3.5

×5×2cm,重 さ約509,淡 灰黄色,硬 く,表 面一都

は穎粒状を呈 し,割 面は灰 白色梗餅様粘稠 なる物質で

充され一部膠様透明 であった.組 織学 的に腫瘍の大半

は顕著 な粘液変性に陥 り胞巣内に一部 クロマチyに 富

んだ円型乃至楕 円型 の核を有する骸子 状乃至扁平状 の

癌細胞が散在性或は充実性に小塊状 に配列 し,そ の間

に所謂印環形細胞が散 見せ られ,癌 浸潤は筋 肉内に も

及んでいた.

追加 外松茂太郎(京 府大)

今の報告に もあったよ うに組織像 の大部分 は粘液癌

の所見を示レている.し かしよく見 ると一部 には移行

上皮細胞 よりなる癌巣が あ り,一 部の細胞ぽ粘液乃至

は膠様物質 を分泌 しているが,大 部分は聞質か ら粘液

変性を来 した よ うな像 を示 してい る.し かして この患

者は2年 半で再発 は来 してい るが経過 長 く予後 は比較

的良いように思われ,こ の予後 と組織像 との聞には一

定の関係があるのではないか.叉 尿膜管粘液癌の発 生

経過としては移行上皮細胞 →賂子細胞 →円柱 上皮→腺

様構造 →Mucin分 泌が一般に認め られてい るが,上

述の組織像は必 しもこれに一致 しないよ うである。以

於 京大皮泌科講堂
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上の ことは興味 のあるこ とであ り今少し く検討 して発

表 したい.

3腰 筋膜切開手術 にて,膀 胱症状 の軽快 した経

験2例 柳井哲雄(国 立京都)

最新化学療法 を行なって も,頻 尿,排 尿痛,残 尿感

等,膀 胱症状の軽侠 しない症例 を,屡 々経験す るが,

左下腹部 に疹痛を伴なって膀胱症状 を訴 える患者2例

に腰筋膜切開術を施行 し,良 好 な経過 をとつたので報

告す る.24才 の男子 と28才 の女子 で,術 前,術 中,術

後 の所見,特 に尿所 見,泌 尿器科的検査 所見を報告

し,併 せて,理 論 的根拠 の一端 を報告す.

4前 立腺別出後 の尿道狭窄例 楠瀬信二 ・久

保泰徳(京 府大)

61才,男.初 診昭和29年1月,前 立腺肥大症の為同年

2月23日 恥骨後前立腺別出術を行い,術 後経過順調,

4月28目 治癒退院 したが,11月 初旬 よ り尿澗濁,排 尿

痛 が現れ,昭 和31年 初め より尿線狭細,排 尿終末時

痛,残 尿感,更 に11月 よ り高度 の頻尿,更 に32年1月

には尿閉 を来 す.診 ると尿道へ のブジー.カ テ'テ ル

挿入は不能 にて膀胱頸部 に抵抗があ り,膀 胱穿刺を行

った処,尿 は強度 に瀾濁,膿 球(柵),赤 血球(+),

大腸菌(昔)尿 道膀胱X線 像 による と前立腺床 の軽

度拡張 にっいでその上方が線 状 に狭 小 とな り,膀 胱

頸部は ロFト 状を呈 し,膀 胱 内に鳩卵大,楕 円形 の結

石像が認め られた.そ こで高位切開に よ り結石 を取 り

出す と共 に膀胱頸部狭窄部を切開拡張 し,留 置 カテー

テルを置 き,手 術 を終った.結 石 は燐酸塩で特に核を

なしている様 な異物等は認 め られ なかった.留 置 カテ

ーテル除去後 は排尿回数 も1日5～6回 とな り,排 尿

痛,尿 掴濁 も消失 して全治退院した.

5Pyramide,INAH併 用による尿路結核の治

療 に就いて 稲 田務 ・大森孝郎 ・杉霞喜一

(京大)

泌尿器新領域 に於け る結核 に対し上記薬剤の投 与 を

行いその臨床成績に就て報告 した.

学 術映 画(台 糖 プア イザ ー提 供)

1)TreatmentofBurns

2)ResectionofUreteropelvicJunction




